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【背景】 

ネットワーク情報学演習の課題の一環として、図書管理システムの機能拡張の構築が要求

された。これを受けてユーザの使用率の向上と本の所在の明確化を目指してシステムの改

良を試みる。 

 

【課題】 

現在明らかになっている課題は以下のとおりである。 

1、 返却する際のプロセスが面倒であり、ユーザが使用しない傾向にある 

2、 システムの使用率が低いことが起因しデータベースの更新が行われず、以前と変わらず

本の所在が明らかでない場合が多い。 

 

【目的】 

機能拡張してユーザビリティを向上させ、ユーザの使用率を高める。そしてユーザにデータ

ベースの更新を的確に行ってもらい、本の所在を常に明確にする。 

 

【概要】 

本システムでは、ユーザの利用として、又貸し機能を構築するものとする。また又貸し機能

で導入するメール自動送信機能を利用して、延長申請メール（本システムの URL 付）など

を送付する。 

 

【機能】 

機能を２つ導入する。 

 

『催促メール自動送信機能』 

本の貸し出し期限が迫ってきたとき、サーバから借りた人宛に本システムの URL 付返却催

促メールを送信する。また又貸し機能の際にはサーバから受取人に譲渡確認メールを送信

する。 

『又貸し機能』 

貸出人から受け入れ人に実際に本を譲渡する。その際、貸出人が本の情報と受け入れ人の情

報を含んだ譲渡ボタンをクリックすることでデータベースの記録を変更する。その後、サー

バから受け入れ人に確認メールを自動送信する。 



【工程計画】 

設計完了日 ：2018 年 10 月末まで    内部設計・外部設計を作成 

開発期間  ：2018 年 12 月末まで    コードを作成 

テスト実施日；2019 年 02 月末まで     

システム導入：2019 年 02 月末まで     

 

 

 


